
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年 ４月 １日 発行 すすすす        がががが        おおおお        （１） 

 

 
養護老人養護老人養護老人養護老人ホームホームホームホーム    

松楓松楓松楓松楓園園園園    情報誌情報誌情報誌情報誌    

し
て
は
、
昨
年
度
と
引
き
続

き
専
門
家
に
よ
る
実
践
研
修

及
び
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

の
強
化
を
図
り
、
教
育･

訓
練

を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ

り
一
層
接
遇
基
本
姿
勢
５
つ

の
Ｓ
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

５
つ
の
Ｓ
を
利
用
者
に
接
す

る
基
本
姿
勢
と
し
て
職
員
一

人
ひ
と
り
心
が
け
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り

の
衛
生
保
持
及
び
健
康
管
理

を
守
り
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活

空
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

 

松
楓
園 

生
活
サ
ー
ビ
ス
課 

課
長 

内
田
京
子 

野
に
も
山
に
も
花
の
香
り

漂
う
季
節
を
迎
え
、
松
楓
園

の
桜
の
木
々
も
満
開
に
咲
き

誇
り
、
利
用
者
の
方
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

 

当
施
設
は
こ
の
四
月
を
も

ち
ま
し
て
、
創
立
五
十
五
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆

様
方
の
当
施
設
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
四
月
よ
り
気
持
ち

も
新
た
に
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
二
十
二
年
度

は
、
基
本
理
念
の
３
つ
の
柱

と
運
営
方
針
７
つ
の
柱
を
継

続
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活

空
間
の
提
供
、
開
か
れ
た
施

設
を
目
指
し
て
、
今
年
度
も 

第
三
者
評
価
を
受
審
し
、
運

営
の
安
定
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
昨
年
度
の
第
三

者
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
二
十
二
年
度
も
３
つ
の

運
営
委
員
会
を
中
心
に
円
滑

な
運
営
を
図
り
、
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
の
継
続
の
必
要
性
ま

た
取
り
組
み
の
強
化
の
必
要

性
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
認

識
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
、
利
用
者
の
自
主

自
立
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
情
報
開
示･

管
理
に
つ
き

ま
し
て
情
報
管
理
・
禁
止
事

項
の
規
定
に
基
づ
き
安
全
な

情
報
の
共
有
化
に
努
め
検
証

し
な
が
ら
情
報
保
護
の
機
密

性
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
人
材
育
成
に
つ
き
ま 

22.4.6 松楓園玄関にて撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平２２年 ４月 １日 発行 すすすす        がががが        おおおお        （２） 

 

 

五
十
五
年
の
節
目
に
立
ち
会

え
た
喜
び
と
共
に
、
先
輩
利
用

者
・
職
員
が
築
き
上
げ
て
き
た

福
祉
の
歴
史
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
五
十
五
年
の
歩
み

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

先
輩
方
が
歩
み
続
け
た
福
祉

の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
、
次

代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う

に
、
日
々
の
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

昭和 30年 4月 

社会福祉法人松楓園の認可を受ける 

松楓園は保護施設として認可される 
 

 

 

昭和 30年 5月 

委託保護施設として事業を開始 

（定員 40名） 
 

 

 

昭和 32年 11月 

お年玉つき年賀ハガキ寄付金により収容棟（168．

59㎡）を増設、定員（95名）に変更 
 

 

 

昭和 35年 12月 

お年玉つき年賀ハガキ寄付金により集会所兼食堂

（212．99㎡）を増設、定員（99名）に変更 
 

 

 

昭和 38年 7月 

老人福祉法の制定により保護施設養護老人ホーム

松楓園となる 
 

 

 

昭和 40年 9月 

共同募金配分金により浴場（75．72㎡）を増設 
 
 

 

昭和 41年 4月 

国・都の補助金により収容棟（285．89㎡）を増設、

定員（121名）に変更する 

職員寮完成（184．73㎡） 
 
 

 

昭和 47年 4月 

老 人福 祉法 による特別 養護 老人 ホーム和 敬 園

（1,108．56㎡）定員（50名）を開設 
 

 

 

昭和 48年 2月 

社会福祉法人「松楓園」を社会福祉法人「松楓会」に

名称変更 
 

 
 

昭和 58年 4月 

全面改築する。定員を変更、個室化・準個室化を

図った（建物面積 2,751．01㎡・定員 100名） 

都市型ケア付特別養護老人ホームコスモホーム

（3,140．88 ㎡）定員（100 名）を開設。及び秋

川市・福生市・羽村市ケアセンター事業を開始し、

松楓園・コスモホーム建物の一体化を図った。総

面積（5,891．89㎡） 
 

 

 

昭和 63年 3月 

国・都の補助金により特別養護老人ホーム和敬園

の大規模修繕工事を実施 
 

 

 

平成 2年 4月 

松楓園・コスモホーム共用棟増築（118．54 ㎡）

する。総面積（6,010．43㎡）に変更 
 

 

 

平成 11年 3月 

国・都の補助金により特別養護老人ホーム和敬園

及び、あきる野市高齢者在宅介護支援センター和

敬園完成（4435．56㎡）定員 100名となる 
 

 

 

平成 12年 3月 

国・都の補助金により大規模修繕工事を実施 
 

 

 

平成 15年 1月 

国・都の補助金により特別養護老人ホームコスモ

ホーム拡張及び大規模修繕工事により各階寮母室

及び居室の拡張（134．11㎡） 

総面積（6,144．54㎡）に変更 
 

 

 

 

平成 18年 4月 

措置制度改正により新型養護老人ホーム個別契約

型の運営開始 

昭和 30年頃の全景 

昭和 40年頃 10時のお茶の時間 昭和 34年 初めてのバス旅行 

昭和 45年 利用者旅行（塩原方面） 

平成 12年 奉仕活動 花を育てて寄贈 

昭和 50年頃 演劇クラブ稽古中・発表会 

現在の松楓園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セイフティー・・・・・・利用者の安全を確保する。 

サティスファクション・・利用者の満足度を向上させる。 

サポート・・・・・・・・利用者へ的確な支援を行う。 

シンシアリティー・・・・利用者に誠実に対応する。 

スキルアップ・・・・・・介護技術の向上、利用者対応技術の向上を図り、利用者の信頼を得る。 

スマイル・・・・・笑顔で相手の目を見て、話を聞くことに努める。 

スマート・・・・・清潔な身嗜みに心掛け、姿勢を正しく相手に接することに努める。 

シンパシィー・・・相手の立場になって、相手に思いやる気持ちが持てるよう努める。 

スピード・・・・・全てにおいて速やか且確実に対応することに努める。 

スタディー・・・・常に向上心・研究心・探究心を持って、業務に取り組むことに努める。 

（３） すすすす        がががが        おおおお        平２２年 ４月 １日 発行 

（１）利用者個々の人格・意思を尊重し、利用者の心身の状況とライフスタイルに合わせた支援サービス 

   を提供します。 

（２）安全で、快適な生活環境の整備に努め、透明性や牽制機能を備えたリスク管理により健全な施設 

   経営に努めます。 

（３）職員の知識・技術の向上を図り、利用者により質の高いサービスを目指します。 

（１） ソーシャルワーク機能とケアマネジメント機能とのバランスを保ち、的確に居宅介護サービスが 

提供できるように支援計画・アセスメント計画の確立を目指します。 

（２）利用者の心身の状況に合わせた事故防止対策に取り組むと共に様々な相談窓口を活用し、不安・思 

   いを汲み取り豊かな生活環境作りに努めます。 

（３）前年度の第三者評価の受審結果による改善・強化を図りながら引き続き第三者評価を受審します。 

（４）規定・マニュアル等の整備を行い、マニュアルの有効活用の周知徹底を図ります。 

（５）個別契約型として利用者個々に適した外部の介護サービスが提供できるように地域の事業所及び 

   地域住民の連携を図ります。 

（６）利用者一人ひとりと時間を掛けて対話を持つことにより、松楓園全体にゆとりの雰囲気を保つ 

   ことで、信頼される支援サービスが提供できるように努めます。 

（７）開かれた施設を目指し、施設がコミュニティーの一員となれる様ネットワークを強化し、広報誌 

   及びホームページ等の充実を積極的に取り組み、養護老人ホームの啓蒙に努めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
介
護
予
防
運
営
委
員
会
で
は 

二
つ
の
柱
を
も
と
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ひ
と
つ
が
利
用
者
の

方
々
の
健
康
維
持
と
向
上
を
図

る
為
、
体
操
教
室
（
週
一
回
）
・

歩
け
歩
け
（
毎
日
散
歩
）
・
脳
の

健
康
教
室
（
週
一
回
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、
利
用
者
の
方

に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
頂

く
為
の
余
暇
活
動
と
し
て
、
園

芸
・
手
工
芸
・
季
節
交
流
・
外
出

支
援
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

二
十
一
年
度
は
、
体
操
教
室
の

内
容
も
更
に
充
実
し
、
毎
回
六
十

名
以
上
の
参
加
を
頂
き
、
活
発
な

活
動
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

三
月
に
は
、
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
行
い
、
大
き
な
笑
い
声
や
歓
声

の
中
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

余
暇
活
動
の
園
芸
で
は
園
庭
や

温
室
の
花
の
手
入
れ
を
中
心
に 

活
動
し
て
お
り
、
昨
年
の
夏
に

は
、
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト
を
収
穫

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
で

作
っ
た
新
鮮
な
野
菜
は
、
と
て
も

美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
の
で
、

今
年
度
も
充
実
し
た
活
動
で
、
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と

企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

手
工
芸
で
は
、
季
節
の
催
し
に

合
わ
せ
て
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
敬
老
祝
賀
会
で
は
、
日
々

の
活
動
の
成
果
発
表
も
行
っ
て

い
ま
す
が
、
毎
年
す
ば
ら
し
い
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
園
者
も
足
を

止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

季
節
交
流
で
は
、
栄
養
士
が
中

心
と
な
り
、
料
理
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
女
性
に
は
と
て
も
好
評

で
、
参
加
者
も
多
く
賑
や
か
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
四
季

の
行
事
に
合
わ
せ
た
手
芸
活
動

も
行
い
、
食
堂
な
ど
を
飾
り
付
け

て
い
ま
す
。 

外
出
支
援
で
は
、
多
く
の
外
出

の
機
会
を
設
け
、
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
特
に
花
見
学
は
好
評

で
、
桜
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ･
菖
蒲
・

梅
な
ど
四
季
折
々
の
景
色
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
外
部
の
お
茶
会
や
華
道

展
、
お
茶
飲
み
会
に
買
い
物
と 

盛
り
沢
山
の
活
動
を
通
じ
て
、
皆

さ
ん
の
生
活
に
楽
し
み
を
提
供

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
介
護
予
防
運
営
委

員
会
で
は
充
実
し
た
活
動
を
行

い
、
皆
さ
ん
に
笑
顔
で
健
康
に
生

活
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度
、
委
員
会
活

動
を
振
り
返
り
、
ま
ず
一
番
の
ご

報
告
ご
と
は
、
若
干
体
調
を
崩
さ

れ
た
方
は
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め

感
染
症
に
感
染
・
発
症
し
た
利
用

者
・
職
員
は
一
名
も
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

委
員
会
で
は
様
々
な
思
考
や

手
法
を
こ
ら
し
、
一
年
間
の
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
玄
関

先
に
「
手
洗
い
・
う
が
い
」
用
の

蛇
口
の
設
置
、
職
員
へ
の
意
識
強

化
、
加
湿
の
管
理
、
利
用
者
の
方 

へ
の
呼
び
か
け
と
、
感
染
症
情
報

マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底
、
そ
し
て
ご

家
族
の
方
や
ご
面
会
者
の
方
へ

の
ご
協
力
依
頼
な
ど
を
年
間
を

通
し
継
続
し
、
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
い
た
結
果
と
し
て
、
平
成
二
十

一
年
度
は
感
染
症
０
作
戦
が
達

成
さ
れ
た
事
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

今
で
は
、
感
染
症
の
種
類
も
多

種
多
彩
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
二
年
度
は
感
染

症
予
防
の
一
環
と
し
て
、
口
腔
ケ

ア
（
歯
磨
き
・
入
れ
歯
の
手
入
れ
）

な
ど
も
新
た
に
含
め
る
と
共
に
、

継
続
的
に
利
用
者
の
方
々
と
そ

の
ご
家
族
、
ご
来
園
の
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
年
間
を
通

し
て
気
を
緩
ま
せ
る
事
な
く
、
感

染
症
予
防
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
現
在
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

様
々
情
報
を
活
か
し
、
今
以
上
に

職
員
の
知
識
・
意
識
の
強
化
を
図

り
、
一
年
間
を
送
り
た
い
と
考

え
、
今
年
度
も
感
染
症
０
作
戦
が

達
成
で
き
る
様
に
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

平２２年 ４月 １日 発行 すすすす        がががが        おおおお        （４） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

職
員
は
き
つ
か
っ
た
で
す
。
運
動

の
継
続
が
い
か
に
大
切
か
痛
感

し
ま
し
た
。
皆
様
が
健
康
を
維
持

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
表
れ
た

か
の
よ
う
に 

体
操
教
室
に
参

加
し
て
く
だ
さ
る
利
用
者
の
人

数
も
毎
回
体
操
教
室
が
行
わ
れ

る
ご
と
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
、
無
理
の
な

い
運
動
・
競
技
な
ど
を
講
師
の
石

井
先
生
・
大
坪
先
生
・
職
員
が
協

力
し
、
企
画
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
健

康
維
持
を
し
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
三
月
十
九
日
（
金
）
介
護
予
防

体
操
教
室
の
一
環
と
し
ミ
ニ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。 

利
用
者
は
、
日
頃
体
操
教
室
で

体
を
動
か
し
体
力
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
は
、
１
年
の
体
力
作
り
が
試
さ

れ
る
大
会
と
も
い
え
ま
す
。
当
日

は
万
国
旗
も
飾
ら
れ
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ

れ
た
直
後
で
も
あ
り
雰
囲
気
は

熱
気
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
競

技
内
容
も
、
聖
火
リ
レ
ー
で
始
ま

り
缶
積
み
競
争
、
変
身
ゲ
ー
ム
な

ど
工
夫
さ
れ
利
用
者
の
皆
様
が

楽
し
く
身
体
を
動
か
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
変
身
ゲ

ー
ム
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
が
職

員
男
女
１
名
ず
つ
を
男
女
逆
の

人
物
に
変
身
さ
せ
た
姿
が
と
て

も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。 

 

最
後
の
リ
ズ
ム
体
操
は
皆
様

の
練
習
の
成
果
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
日
頃
身
体
を
動
か
さ
な
い 

す
る
事
で
皆
さ
ん
に
情
報
を
提

供
し
、
利
用
者
、
職
員
が
一
緒
に

な
っ
て
不
幸
な
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
の

適
正
な
管
理
を
目
的
に
、
パ
ソ
コ

ン
使
用
上
の
禁
止
事
項
を
掲
示

し
、
職
員
に
周
知
徹
底
す
る
と
共

に
、
パ
ソ
コ
ン
自
体
に
も
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
か
け
る
事
で
、
情
報

管
理
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
た
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
業
務
の
標
準
化
を
目
的

に
、
実
業
務
に
添
っ
て
改
正
を
加

え
る
こ
と
で
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

二
十
二
年
度
は
前
年
の
活
動

を
元
に
、
よ
り
質
の
高
い
活
動
へ

の
変
化
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

二
十
一
年
度
の
危
機
管
理
運

営
委
員
会
の
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
は
、
「
利
用
者
転
倒
防
止
」

「
パ
ソ
コ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化
」「
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
」

を
重
点
項
目
に
挙
げ
活
動
し
ま

し
た
。 

 

利
用
者
転
倒
防
止
に
つ
き
ま

し
て
は
、
職
員
の
危
機
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
事
故
防
止
に

繋
が
る
と
考
え
、
基
本
に
立
ち
返

り
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
へ
の
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
し
た
。
結
果
、
二

〇
九
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
提

出
さ
れ
、
都
度
、
職
員
間
で
改
善

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
通
し
て
職

員
が
勉
強
し
た
内
容
は
、
「
利
用

者
転
倒
予
防
講
習
会
」
を
開
催 
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おおおお
汁
粉
汁
粉
汁
粉
汁
粉
パ
ー
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー    

  

ひ
な
祭
り
を
前
に
、
利
用
者

の
方
々
と
お
雛
様
を
作
っ
て
食

堂
に
飾
り
ま
し
た
。
様
々
な
お

雛
様
が
食
堂
を
彩
り
、
華
や
か

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ひ
な
祭
り
当
日
に
は
、
昼
食

に
桜
ち
ら
し
寿
司
、
午
後
は
皆

さ
ん
と
手
作
り
の
お
汁
粉
を
作

っ
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

い
事
に
耐
え
た
年
輪
の
あ
る
強

い
木
な
の
で
す
。 

 

皆
さ
ん
と
朝
顔
を
育
て
ま
し

た
ね
。
は
や
く
喜
ぶ
顔
が
見
た

く
て
、
校
長
先
生
の
朝
顔
を
校

長
室
で
育
て
た
の
で
す
。
暖
か

く
し
て
一
日
中
た
っ
ぷ
り
光
を

当
て
て
育
て
た
の
で
す
が
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
花
は
咲
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と

朝
顔
は
、
寒
く
暗
い
夜
を
我
慢

し
て
き
た
か
ら
、
あ
ん
な
に
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
る
事
が
出
来

る
と
分
か
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
年
輪
や
朝
顔
の
よ

う
に
、
つ
ら
い
事
や
大
変
な
事

か
ら
逃
げ
出
さ
ず
、
立
ち
向
か

っ
て
行
く
こ
と
で
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
」 

 

子
供
達
に
贈
ら
れ
た
言
葉
で

し
た
が
、
と
て
も
感
慨
深
い
お

話
で
し
た
。 

 

先
日
、
子
供
の
小
学
校
卒
業

式
に
、
校
長
先
生
か
ら
子
供
達

に
贈
ら
れ
た
言
葉
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

「
年
輪
は
木
の
年
齢
と
同
じ

数
だ
け
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

暖
か
い
国
の
木
に
は
年
輪
は
な

い
の
で
す
。
寒
い
冬
に
じ
っ
と

耐
え
て
い
る
時
に
年
輪
は
出
来

る
の
で
す
。
耐
え
た
分
だ
け
年

輪
が
出
来
て
、
丈
夫
な
木
に
な

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

 

暖
か
い
国
の
木
は
一
年
中
恵

ま
れ
た
環
境
に
い
て
、
早
く
大

き
く
育
ち
ま
す
が
、
年
輪
が
な

い
の
で
、
と
て
も
も
ろ
い
木
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す

が
、
厳
し
い
環
境
に
耐
え
た
木

は
、
成
長
は
遅
い
の
で
す
が
、

と
て
も
丈
夫
な
木
に
な
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。
家
を
建
て

た
時
の
柱
に
な
れ
る
の
は
、
つ
ら

平２２年 ４月 １日 発行 すすすす        がががが        おおおお        （６） 
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桜
咲
く
季
節
、
新
し
い
出

会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
松
楓
園
で
も
四
月
よ
り

三
名
の
新
人
職
員
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

新
年
度
を
迎
え
、
気
持
ち

も
新
た
に
広
報
誌
「
す
が

お
」
を
通
じ
て
、
皆
様
に
松

楓
園
の
生
活
の
様
子
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

松
楓
園 

広
報
誌
発
行
委
員
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学

梅
見
学
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三
月
一
二
日
・
一
六
日
・
二
六
日

と
３
班
に
分
か
れ
て
、
青
梅
市
の
梅

郷
梅
祭
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。 

ま
だ
満
開
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
風
で
梅
の
花
が
舞
う
と
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
で
つ
い
つ
い
言

葉
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
程

で
し
た
。 

今
年
は
、
梅
の
木
の
感
染
症
が
流

行
し
、
人
間
に
害
は
無
い
が
、
花
が

散
っ
た
ら
木
を
伐
採
す
る
と
の
事

で
し
た
。
来
年
、
梅
祭
り
の
開
催
は

今
の
所
未
定
だ
そ
う
で
す
。
花
見
学

は
利
用
者
の
方
に
と
て
も
好
評
な

為
、
来
年
も
梅
見
学
が
無
事
に
出
来

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 


